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か
が
や
き
が
、
鳴
き
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
寺
兆

宝石たちの新泌采。
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F１

今井美樹

＝｜｜すっかりいい気分にさせてくれるｻ ｳ ﾝ ドﾘ ﾓ ｺ
ﾝ もビデオ初の本体にＦＭステレオﾄ ランスミッ

ターを内蔵し､ それをリモコンで受信｡ だから、
モノラルＴＶがステレオH i - F i に変身する｡ オー
テシィオにつながなくても凄い音で本格A V でき
る｡ ヘッドホンをつけたまま動けるから､ べｯ ドの
（戒ＦＭ電波墨危はピ謁封宝体より7 m 範囲内で認）

中でガンガンに深夜A V ときめ込める｡ こんﾉ ﾋ 直の
欲しいって切に思っちゃうね｡ ■ｖｌｓｓ＆v W k s s
■ロータリー転送予約■ファインＰＣｽ ﾛ ｰ 。

ブラック

SVH-F30(K)1繕140,000円(諭織薦）
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ｻﾝ ﾖ ｰ ﾎ ｰ ﾑデｵには保証書がついていま魂ご踊入の際､ご購入年月日､販売店名などの所定事項の記入､及び記載内容をご確認のうえ､お受け取りになり大切に保存してください。 三洋電機株式会ﾈｪﾉ
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『０

＝

中
西
勝

の
①
。
○
邑
昌
○
．
ぐ
①
門

〃
顔
“
シ
リ
ー
ズ
〈
８
〉
エ
チ
オ
ピ
ア
の
貴
婦
人

パ
リ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
時
々
、
見
な
れ
な
い
「
美
」
に
出
会
っ
て
ド
キ
リ
と
す
る
？

一
『

零弾…
ゾ』

・雷７

（
二
紀
会
〉

蕊蕊製皇－１’- ．些
緯

′蝋Ｊ

Ｋ．『嶋
込玉

配＝＝一

里

茜

（今1.,, . . ＃

ｂ房Ｂ ､ 望預

ｉ
一手

＆
型
一

冊
１
卜
血

、
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顎’
一蕊ド
酉一ｂ
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可オール関西株式会社/〒53 0大阪市北区曽根崎2丁目15 - 2 4曽根崎ビル4Ｆ壷06 - 3 6 3 - 1 2 5 5

｜ｧi=二jiii>関西
好評発売中¥5so(輔)Ｓ月号

新しい関西を創造する総合雑誌

オール関一
Ｉ

▲
■ロ

里

一m 、
■■■

鶏Ⅱ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ア
）
ア
）

、〆

ろ

ア
）

の
秋
。
ヶ
可

ＴＯＫＹＯ－ＳＥｌＢＵ－ＳＨ１ＮＪＵＫＵＰＥＰＥ５Ｆ
ＴＯＫＹＯ－ＫｌＯＨｌＪＯＪｌＲＥＭＯＬＥ１Ｆ
ＮＡＧＯＹＡ－ＹＵＮｌＭＯＬＥ
ＮＡＧＯＹＡ－ＳＡＫＡＥＰＥＴｌＴＭＥＬＳＡ
ＮＡＧＯＹＡ－０ＥＮＴＲＡＬＰＡＲＫ

ｑ
Ｊ

ン
の

、

ＰＨＯＮＥ、０３－２０５－１５２５
ＰＨＯＮＥ･ Ｏ４２２－２１－１１３９
ＰＨＯＮＥ､ ０５２－５８６－１７７０
P H O N E O 5 2 - 9 5 1 - 2 8 3 5

PHONEO52-971-0300ノ

OoordinateF a s h i o n O o o r d l n a t e
ShoP

K O B E - T O ＲＲＯＡＤ
ＰＨＯＮＥ. Ｏ７８－３３１－５３９３

１〈ｏＢＥ－ＳＡＮＴｉＫＡＣＡＳＵＡＬＣＯＵＲ
ＰＨＯＮＥＯ７８－３２１－０１５０

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



〆 、／ －へ’

ベジタブルな関係をキープ．するには
時にはクールな装いも必要でする

、

黒

元町２丁目ＴＥＬ3 3 1 - 5 7 6 1 代表
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今
年
で
７
回
目
を
迎
え
る
〃
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
〃
。
そ
の
最
終
審
査
会
が
６
月
蝿
日
、
ポ
ー
ト
ァ
ィ
ラ
ン
ド
に
あ
る
神
戸
国
際
交

流
会
館
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
全
国
１
６
３
６
名
の
応
募
者
の
中
か
ら
代
表
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
に
選
ば
れ
た
の
が
簡
美
和
さ
ん
。

名
前
か
ら
も
分
る
通
り
、
本
籍
は
中
国
に
あ
る
、
在
日
華
僑
の
一
人
で
あ
る
。
だ
が
、
御
両
親
も
本
人
も
神
戸
生
ま
れ
の
神
戸
育
ち
と
い

う
〃
神
戸
っ
子
〃
で
も
あ
る
。

今
年
、
関
西
学
院
大
学
文
学
部
英
文
学
科
を
卒
業
。
中
央
区
の
旧
居
留
地
内
に
あ
る
商
事
会
社
の
開
発
部
に
勤
め
て
い
る
。
会
社
で
は

得
意
の
英
語
を
生
か
し
て
、
海
外
商
品
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
解
読
し
た
り
、
輸
入
商
品
の
解
説
書
の
翻
訳
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
「
中

学
生
の
頃
か
ら
英
会
話
を
学
ん
で
き
ま
し
た
け
れ
ど
、
さ
ら
に
勉
強
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
上
手
く
な
り
た
い
で
す
」
と
語
る
。
外
見
も

話
し
方
も
、
実
年
齢
以
上
に
落
ち
着
い
て
見
え
る
が
、
実
際
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
水
泳
で
汗
を
流
す
の
が
好
き
な
活
動
派
と
か
。

将
来
の
夢
は
？
と
聞
く
と
「
日
本
語
に
関
心
が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
本
語
講
師
に
な
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
ま
た
「
生
き
て

い
る
内
に
出
来
る
だ
け
多
く
の
国
々
を
回
っ
て
、
色
ん
な
人
に
出
会
い
た
い
で
す
」
と
言
う
。
美
貌
に
加
え
て
の
知
性
。
そ
の
夢
が
叶
う

の
も
、
そ
う
遠
い
将
来
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
昭
和
釦
年
３
月
超
日
生
ま
れ
。
中
央
区
在
住
。
（
ポ
ー
ト
ァ
ィ
ラ
ン
ド
に
て
）

美
貌
に
加
え
て
の
知
性

【
●
神
戸
っ
子
Ｗ
】

■■戸

一
一

﹇

チ
ェ
ン
メ
ィ
ホ
ウ

簡
美
和
（
代
表
（
‐
ル
ブ
リ
ン
セ
ス
〉
”
メ
ラ
・
池
田
年
夫

重画一＝型

、

画ユー
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一言

「
人
生
は
、
楽
し
い
ば
か
り
で
は
生
き
て
行
け
な
い
ん
だ
な
。
と
観
た
人
が
考
え
て
く
れ
た
ら
、
し
め
た
も
ん
で
す
」
と
語
る
の
が
須

永
克
彦
さ
ん
。
神
戸
で
長
年
に
渡
り
、
地
道
な
活
動
を
続
け
て
き
た
演
劇
集
団
『
道
化
座
』
の
役
者
兼
演
出
家
で
あ
る
。

哩
年
前
に
、
「
一
人
芝
居
カ
ン
ヵ
ン
人
生
」
（
作
・
東
淵
修
）
に
出
会
い
、
そ
の
作
品
の
持
つ
深
さ
に
感
動
、
道
化
座
の
活
動
と
平

行
し
て
、
折
り
を
見
て
は
演
じ
続
け
て
来
た
。
春
に
行
わ
れ
た
〃
神
戸
開
港
剛
年
祭
“
で
も
演
じ
、
そ
れ
を
観
た
中
国
の
中
国
戯
劇
家
協

会
の
関
係
者
が
「
ぜ
ひ
我
が
国
で
も
上
演
を
」
と
要
請
。
そ
れ
を
受
け
、
、
月
５
日
か
ら
娼
日
ま
で
、
北
京
・
天
津
・
南
京
・
蘇
州
・
上

海
の
内
４
カ
所
で
公
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
国
に
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
の
一
人
芝
居
は
無
く
、
須
永
さ
ん
の
芝
居
の
観
客
は
、
戯

劇
家
協
会
の
関
係
者
ば
か
り
で
あ
る
と
か
。

「
道
化
座
も
、
何
と
か
一
ヵ
月
に
一
本
の
芝
居
を
し
続
け
、
地
元
に
定
着
し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
あ
る
程
度

の
人
間
を
収
容
し
て
芝
居
の
出
来
る
小
屋
が
、
神
戸
市
内
に
一
つ
し
か
な
い
と
い
う
の
は
大
問
題
で
す
。
こ
れ
で
は
、
と
て
も
文
化
都
市

と
は
呼
べ
ま
せ
ん
よ
」
ま
た
「
楽
し
い
芝
居
も
良
い
の
で
す
が
、
時
に
は
、
若
い
人
も
、
自
分
の
生
き
方
を
見
直
す
よ
う
な
芝
居
も
観
て

欲
し
い
も
の
で
す
」
と
語
る
。
釦
年
間
、
演
劇
一
筋
に
生
き
て
き
た
須
永
さ
ん
の
「
カ
ン
カ
ン
人
生
」
（
中
国
題
／
独
角
劇
我
這
一
輩

子
）
は
、
中
国
で
も
話
題
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
（
近
鉄
小
劇
場
に
て
）

演
劇
一
筋
に
訓
年

声、

●
神Ｆ』

ドロＰ
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r
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Ｉ
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ロロ
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ー

■

＝

須
永
克
彦
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役
者
演
出
家
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カ
メ
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田
年
夫
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,劃. ■」詞跨

☆２１世紀の“生きざま水族園，撫繍懸騨勢鰯撫蝋瞬蜜蝋勢
スケール大きくオープン錐獣鰯と葵L 堀i i 嘉赫羅締繊礎撫訓とｆ供たちに夢や知織を与える場としての役割に期待している｡ 」との宮崎

･ ｺ ｩ べｽ ﾅ ｯ プレ駕繍擬離職議灘

鍵

ツフ

オープニングには宮崎神戸市長や口イヤーシアトル市長らが出席。２１世紀の“生きざま水族園”は波の大水槽やラッコ館、ピラニアトンネルのある魚ライブ劇場など魅力あふれる内容。
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蕊

昏
画

■

乾く竜

，，
庁

月Ｌ

_雨． ー

： Ｗざ，篭１
１

E１ 鷺宙ざ
写
り
凸

Ｆ」

口蟻デ
８

己

両勺

－画＝塾Ｉ－画＝塾Ｉ
」

塾

胃～出
廷五Ｗ

、

完 鰹
》
嬢

■

幻

、
Ｉ

■
『
白

■
連
絡
先

「
劇
団
螺
線
館
」

尼
崎
市
杭
瀬
北
新
町
三
’
二
’
四
七

公
０
６
（
４
８
８
）
９
２
１
５

新
し
い
言
葉
と

劇
的
な
る
も
の
の
為
に

嶋
田
三
朗

割割

〆
垂
「
』

Ｒ

「
万
二
戸
‐
、

ある集い口劇団

■

一
九
七
八
年
九
月
、
創
立
し
た
劇
団

螺
線
館
（
代
表
嶋
田
三
朗
）
は
、
同
時

代
演
劇
を
め
ざ
す
若
き
演
劇
専
門
劇
団

で
す
。
演
劇
嫌
い
や
演
劇
好
き
や
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
専
門
家
が
集
合
し
て
、

互
い
の
知
と
感
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と

総
合
さ
れ
創
ら
れ
る
劇
が
一
番
新
し
い

と
思
い
ま
す
。
今
こ
そ
人
間
の
速
度
を

つ
か
ま
え
た
い
の
で
す
。
そ
れ
と
も
う

一
つ
、
私
達
の
肉
体
を
通
し
て
新
し
い

演
劇
語
を
つ
く
り
た
い
の
で
す
。

現
在
、
取
組
ん
で
い
る
作
品
は
、

宮
沢
賢
治
原
作
・
劇
団
螺
線
館
台
本
、

「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
で
す
。

人
間
の
進
歩
と
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

野
性
に
つ
い
て
の
物
語
り
で
す
。

又
、
秋
に
は
、
昨
年
よ
り
加
年
連
続

上
演
企
画
し
ま
し
た
近
松
門
左
術
門
の

作
品
を
上
演
し
ま
す
。
去
年
、
工
場
の

中
に
芝
居
小
屋
を
創
っ
て
上
演
し
ま
し

た
「
近
松
あ
と
追
い
心
中
」
は
、
大
好

評
の
う
ち
Ⅳ
日
間
の
幕
を
お
ろ
し
ま
し

た
。
今
年
も
、
叩
月
に
尼
崎
で
、

「
お
夏
清
十
郎
五
十
年
忌
歌
念
仏
」
を

上
演
い
た
し
ま
す
。
そ
の
後
、
姫
路
、

大
阪
と
移
動
公
演
予
定
で
す
。

勺

尉

－

１

i雪
増’

画画

&:も｡Ｉ
認

' で
一

墨Ｐ

臆

俄
踊
好
守
咽

螺線館

二句ヒュ

蝋
司哨＝

~}綴
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あある集い□ＡＬＡＤＩＫＯＢＥ

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
分
か
る

オ
ペ
一
Ｚ
づ
く
り
に
挑
む

漬
崎
加
代
子

オ
ペ
ラ
・
グ
ル
ー
プ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｅ
が
結
成
さ
れ
て
七
年
目
を
迎
え
ま

す
。
そ
の
間
、
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
を
中

心
に
三
回
の
オ
ペ
ラ
自
主
公
演
や
、
ユ

ニ
ー
ク
な
企
画
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、

メ
ン
バ
ー
の
創
意
工
夫
で
、
若
さ
溢
れ

る
舞
台
作
り
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

と
か
く
、
「
オ
ペ
ラ
は
難
し
い
。
」
「
言
葉

も
分
か
ら
な
く
て
面
白
く
な
い
。
」
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
。
で
も
、
〃
そ
ん
な
は
ず

は
な
い
、
歌
は
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
て
、

全
て
の
人
の
心
に
届
く
共
通
語
だ
。
〃
と

思
う
の
で
す
。
一
度
試
し
に
、
私
た
ち

の
オ
ペ
ラ
を
覗
い
て
見
て
く
だ
さ
い
。

今
や
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は
、
テ
レ
ビ

の
Ｃ
Ｍ
に
も
多
用
さ
れ
る
時
代
で
す
。

心
洗
わ
れ
る
素
敵
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
耳

に
す
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
そ
ん
な
素
敵
な
歌
た
ち
を

ナ
マ
の
ス
テ
ー
ジ
で
よ
り
身
近
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
分
か
る
オ
ペ
ラ
づ

く
り
を
め
ざ
す
私
た
ち
は
今
、
作
曲
家

林
光
氏
の
オ
ペ
ラ
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
十
一
月
十
三
日
・
十
四
日
に
は
、

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
、
オ
ペ
．
ラ
「
ス
カ

ー
ト
を
は
い
た
ジ
ャ
ン
ヌ
」
を
公
演
し

ま
す
。
林
光
氏
の
新
作
初
演
。
役
者
さ

ん
の
応
援
も
得
て
、
全
く
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
オ
ペ
ラ
が
出
来
そ
う
で
す
。
乞

う
ご
期
待
／
、

Ａ
Ｌ
Ａ
は
イ
タ
リ
ア
語
で
「
翼
」
の
意

味
。
神
戸
で
オ
ペ
ラ
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
願
い
、
羽
ば
た
き
続
け
た

い
私
た
ち
で
す
。

画
お
問
い
合
わ
せ
・
神
戸
市
中
央
区
北
野
町

二
’
十
二
－
七
演
崎
加
代
子
ま
で

'，
呂２亀鼠

竜q卜

Ｊ基き－
，’叩
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陥
閉

羽

優
し
い
笑
顔
は

可
憐
な
野
菊
の
よ
う
に

て
る
こ

吉
田
晃
子
さ
ん
〈
諒
麟
唾
蕊
長
〉

，肥ｊ『

粋
７
１
才
媛
；
ん
〈
副
〉

ヨ
画
亘
、
ヨ
ロ
房
⑮
一
一
⑮
二
，
六
。
ご
ｍ

溌撫

､

'１‘

■

ｂ

ｈ

塵

Ｊ

ｌ
ユ

ヒ

ジ

Ⅱ

お
嬢
さ
ん
の
優
し
さ
に
触
れ
た
最
初
で
し
た
。

彼
女
の
笑
顔
は
、
静
か
に
口
元
か
ら
Ｎ
元
へ
と
移
動
推
薦
者
／
大
西
節
子

群
峰
鐸
燕
群
錘
丞
・
承
坤
碓
噸
楠
恥
句
峨
綜
湿
趣
窪
碗
柚
。
〈
秩
仇
が
諦
掘
や
荊
叶
ロ
ン
〉

た
今
な
お
教
育
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
ぱ
あ
さ
ま
と
語
ら
れ
る
歌
舞
伎
評
は
、
ま

さ
し
く
”
歌
舞
伎
研
究
家
〃
で
あ
る
。
又
、
大
の
ケ
ン
ゾ
ー
フ
ァ
ン
で
も
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
私
は
早
く
こ
の
お
嬢
さ
ん
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
い
も
の
だ
。

カ
メ
ラ
・
池
出
年
‐
夫

坐
初
め
て
お
会
い
し
た
時
咳
か
ら
Ⅲ
年
の
知
己
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
お
嬢
さ
ん
。
慶
鵬
義
塾
大
学
卒
業
後
、
フ
ラ

ン
ス
の
ソ
ル
ポ
ン
ヌ
大
学
へ
留
学
。
今
年
１
月
末
、
ジ

バ
ン
シ
ー
社
の
出
張
で
パ
リ
へ
出
向
い
た
私
は
、
幸
い

に
も
こ
の
時
、
じ
っ
く
り
お
会
い
す
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
私
の
ホ
テ
ル
の
部
屋
に
い
つ
も
、
一
通
の
手
紙
を

添
え
て
美
し
い
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
が
届
け
ら
れ
る
。

『蕊
f3』Ｉ

望
竺
一

l#糖

Ｈ１，

譲溌
可
．
罰“

頚
叩
」
－
１

コ
坪
ｈ

魁
. ､. ､

タ

rｈｆｌ

軸

吋司

響
魁

鍵
野
D詞

⑤
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ん
。
そ
の
う
え
、
子
供
好
き
と
き
て
い
る
か
ら
、
お
推
薦
者
／
小
林
万
里
子

〈
サ
ロ
ン
寓
里
デ
ザ
イ
ナ
ー
〉

姉
さ
ん
の
お
子
さ
ん
た
ち
が
、
友
恵
さ
ん
に
ま
つ
わ

り
つ
い
て
離
さ
な
い
と
か
。
温
か
い
家
庭
、
お
優
し
い
ご
両
親
の
許
で
、
若
さ

い
つ
ぱ
い
に
生
き
て
お
ら
れ
る
友
恵
さ
ん
。
一
日
も
早
く
花
嫁
姿
が
見
た
い
も

の
Ｏ

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

六
甲
の
緑
と
浜
風
の
中
で

明
る
く
さ
わ
や
か
に

松
谷
友
恵
さ
ん
〈
”
雫
壷
磐
蕊
〉

蕊嘉霧
凸

Ｆ
二

ヨ
四
号
ヨ
ョ
用
一
一
甲
号
六
号
、

神
７
１
才
擬
；
ん
〈
宛
〉

六
甲
連
山
に
見
守
ら
れ
、
明
る
く
さ
わ
や
か
な
浜

風
に
吹
か
れ
て
育
っ
た
友
恵
さ
ん
。

神
戸
商
工
会
議
所
に
お
勤
め
の
か
た
わ
ら
、
お
茶

お
花
の
お
稽
古
に
も
熱
心
に
通
わ
れ
、
休
日
に
は
、

腕
を
ふ
る
っ
て
お
料
理
も
な
さ
る
家
庭
的
な
お
嬢
さ

Ｉ
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美
の
小
箱

田
嶋
悦
子

田
嶋
悦
子
さ
ん
は
大
阪
芸
大
で
柳
原
睦
夫
氏
に
つ
い
て
陶
芸
を
学
ん
だ
が
、
そ
の
作
品
は
、
普
通
に
考

え
ら
れ
る
焼
き
も
の
と
は
ま
る
で
違
っ
た
も
の
で
あ
る
。
赤
、
黄
、
緑
な
ど
の
原
色
を
主
と
し
た
け
ば
け

ば
し
い
色
調
、
植
物
の
よ
う
に
曲
り
く
ね
っ
た
フ
ォ
ル
ム
や
突
起
物
の
く
っ
つ
い
た
奇
妙
な
柱
、
作
品
全
体

を
つ
う
じ
て
感
じ
ら
れ
る
あ
け
っ
ぱ
な
し
の
開
放
感
Ｉ
こ
う
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
特
色
は
、
従
来
の
陶

芸
、
と
く
に
日
本
の
陶
芸
に
は
、
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
性
質
で
あ
る
。
私
が
田
嶋
さ
ん
の
仕
事
に
は
じ

め
て
接
し
た
の
は
三
年
ほ
ど
前
で
あ
る
が
、
技
術
的
に
は
未
熟
な
と
こ
ろ
が
眼
に
つ
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
い
わ
ば
反
陶
芸
的
な
野
放
図
で
鮮
烈
な
仕
事
に
、
圧
倒
さ
れ
る
よ
う
な
つ
よ
い
刺
激
を
う
け
た

そ
の
後
彼
女
は
着
実
に
研
究
を
か
さ
ね
、
技
術
も
ず
い
ぶ
ん
巧
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
作
品
の
鮮

や
か
な
感
覚
的
性
質
は
、
す
こ
し
も
か
わ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
一
層
豊
か
に
発
展
し
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
け
ば
け
ば
し
い
原
色
と
柔
い
有
機
的
な
形
状
の
焼
き
も
の
は
、
近
年
、
陶
芸
界
に
目
立
っ

て
き
た
新
し
い
現
象
で
あ
る
。
田
嶋
さ
ん
は
、
そ
う
い
う
陶
芸
の
ニ
ュ
ー
・
ト
レ
ン
ド
を
代
表
す
る
有
能

な
作
家
だ
。
た
し
か
に
彼
女
の
仕
事
は
、
伝
統
的
な
焼
き
も
の
と
は
異
質
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
作
品

が
、
土
で
成
形
し
火
で
焼
く
と
い
う
陶
芸
固
有
の
材
料
と
技
法
で
な
け
れ
ば
、
創
り
得
な
い
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
し
か
も
一
見
野
放
図
に
見
え
な
が
ら
、
作
品
の
す
み
ず
み
ま
で
女
性
ら
し
い
繊
細
な
神
経
が
ゆ

き
と
ど
い
て
い
る
。
昨
年
私
は
、
ア
メ
リ
カ
で
日
本
の
現
代
陶
芸
の
新
し
い
傾
向
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
講
演
を
し
た
が
、
そ
の
と
き
多
く
の
聴
衆
が
も
っ
と
も
興
味
を
し
め
し
た
の
は
、
田
嶋
さ
ん
の

作
品
で
あ
っ
た
。

美
の
小
箱

田
嶋
悦
子

文
・
乾
由
明
く
美
術
評
論
家
〉

新
し
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー

新
し
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー

〈
美
術
評
論
家
〉
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年
年
９
１
５
８
９
９
１
１

大阪に生まれる
大阪芸術大学工芸科陶芸専攻卒業
陶６人展、ギャラリー白、大阪
第2 0 回朝日陶芸展（入選）
朝日現代クラフト展（入選）
ローズガーデン美術展（入選）
ＴＯ展、大阪府立現代美術センター
ヌーベルパーグｉｎつかしん
トランス，アート・シーン､ ギャラリー１６
アート・ナウ、兵庫県立近代美術館
8 7 美術選抜展、京都市美術館

ｰ ｣

Ｍ：ミー ｰ ､ ＝

ＨＩＰＩＳＬＡＮＤ１９８７年
田嶋悦子

〃白

1987年

香
1982年

1984年
1985年
1986年
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